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阿南市フェイスブック

阿南警察署は９月９日の「救急の日」を前に８月21日、同署会議
室で救命措置訓練を実施しました。阿南市消防本部の指導のもと、
実際の現場を想定した訓練が行われ、参加した職員41人が傷病人
を発見した際、ＡＥＤの取り扱いや心肺蘇生の訓練を行いました。
参加者は「今回の訓練を生かして、阿南市の安全・安心の確立をめ
ざしていきます」と話していました。

阿南警察署　救命措置訓練を実施

被災状況の情報収集活動に役立てるため、本市は株式会社タチバナ
コンサルタントと災害時の無人航空機（ドローン）による運用に関
する協定を締結しました。同社が所有するドローンで被災地域等を
空撮し、撮影データの解析などを行います。８月23日に市役所で
行われた調印式で同社社長の泉野陽平さん（60歳）は「地元企業
として地域に貢献したいです」とあいさつされました。

災害時のドローン運用について協定締結

８月27日、地域交流施設Replay にて親子でフリーマーケットを体
験するイベントが開催されました。家族13組が、まだまだ使える
日用品やおもちゃなどを出品。つめかけた約70人の来場者は、気
に入った品物を買い求めていました。主催したNPO法人エランヴ
ィタル理事長の伊勢由花さんは「今回のイベントが、地域コミュニ
ティづくりのきっかけになればうれしいです」と話していました。

地域交流の場に　フリーマーケットを開催

モンゴルとの交流に取り組む（一社）関西広域中四国＆モンゴル経
済文化スポーツ交流協会は、７月31日から８月４日までモンゴル
に視察団を送り、本市から提供した救急車などを贈りました。視察
団は救急車などの贈呈式に出席したほか、ティーボール講習会、文
化交流を行うなど、日本とモンゴルの友好の絆を深めました。

救急車を寄贈　モンゴルへの交流視察団

阿南医療センターは８月９日に同センター屋上ヘリポ
ートなどで、ドクターヘリによる救急患者の受入を想
定した訓練を行い、医師や看護師などが救急体制の連
携を確認しました。参加者は、ドクターヘリで伊島か
ら搬送された重傷者をヘリポートで受け入れ、救急室
に引き継ぎました。同センター院長の玉置俊晃さん
（66歳）は「訓練を積んで災害時などで迅速に救急処
置できるよう努めたいです」と話していました。

阿南医療センター　
ドクターヘリ患者受入訓練を実施
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